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理工チャレンジ（リコチャレ！） ～女子生徒等の理工系への進路選択を促進～

リコチャレ応援団体
募集

ウェブサイト

「理工チャレンジ」
・ イベント情報 ・ロールモデル情報
・ 団体からの応援メッセージ

シンポジウム
・有識者や実際に活躍する女性研究者

・技術者（ロールモデル）による情報発信
・IT業界で活躍する女性(ロールモデル)
提示等

募集

夏のリコチャレ
・夏休み期間中、大学、企業
学術団体等がイベントを実施

・内閣府・文科省・経団連がサポート

理工系女子
応援ネットワーク会議

・理工系女子応援ネットワークに登録した
団体が出席
・相互連携に向けた情報共有や取組方針
を検討

理工チャレンジの趣旨に賛同する
大学・企業・学術団体等 820団体

令和３年７月現在

理工系女子
応援ネットワーク

リコチャレ応援団体のうち、具体的な
支援を行っている団体

201団体
令和３年７月現在

男女共同参画に配慮した中学生向け理数系教育に関する指導者啓発資料の作成（令和２年度）

「STEM Girls Ambassadors」によるロールモデルの紹介 1

取 組

リコリャレは、女子中高生等が、理工系分野に興味・関心を持ち、将来の自分をしっかりイメージして進路選択す
ることを応援するため、平成17年（2005年）より内閣府男女共同参画局が中心となって行っている取組です。



理工チャレンジHP
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リコチャレ応援団体（※）の紹介、イベント等の掲載。そのほか、先輩理工系女性からのメッセージ
を掲載するとともに、質問も可能。
※８２０団体（行政機関：43団体、企業：241団体、学術・研究機関等：138団体、大学等：364団体、その他：34団体）



夏のリコチャレ
•職場見学、現場見学、工場見学、シンポジウム、 サマースクール、実験
教室、先輩女性社員との交流等、全て実地でのイベント開催

• 2019年度実績：100団体179イベント実施、約36,000名が参加

夏のリコチャレ2021

※2020年度は新型コロナウイルス感染拡大により中止。

5/25 夏のリコチャレ2021
特設イベントページ公開

7/21時点
イベント登録団体：57
イベント登録数：119
(オンラインのほか、実地開催も有り)
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・内閣府・文部科学省・JSTの共催 ・女子中高生、保護者、教員等を対象

シンポジウム

2021年度オンラインシンポジウム
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公開：令和３年７月９日～



男女共同参画の視点を取り込んだ
理数系教科の授業づくり

～中学校を中心として～

教員等の指導者の方々へ向けて、

〇男女共同参画の視点の必要性
〇無意識に持っていた固定概念・考え方や言動への気付き
＜無意識に行っている言動＞
・テストの点数の良かった女子生徒に、「女子なのに数学／理科ができて、すごいね」
と言葉をかけている

・理科の実験授業において、操作は男子、記録は女子、という生徒間の役割分担が自然と
できており、それに任せている

〇男女共同参画に配慮した理数授業の事例
〇教員のアドバイスをきっかけに理数系に進んだ女性の事例

等から構成される、啓発資料「男女共同参画の視点を取り込んだ理数系教科の
授業づくり～中学校を中心として～」を作成。

啓発資料

▲生徒が実際に行った板書発表の内容▲授業で生徒が作成したイルミネーションの一部▲じゃんけんをしながら確率を計算する様子

文部科学省と連携して普及を図り、教員等の指導者の無意識の思い込み
（アンコンシャス・バイアス）の払しょくに取り組む。
※文部科学省から都道府県教育委員会に対し通知を発出（令和3年６月21日）

中学生へのメッセージ動画
http://wwwc.cao.go.jp/lib_008/c-

challenge/movie_20210317_02.

html
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講演実績

実施日
Let’s be s STEM GIRL!!
～地域から未来の理工系女子を～会場

19/9/1 青森県弘前市

19/9/21 群馬県桐生市

19/10/5 長崎県長崎市

19/10/14 岩手県花巻市

19/11/4 京都府舞鶴市

19/11/10 福岡県古賀市

19/11/16 愛知県刈谷市

19/11/23 長野県伊那市

19/12/1 鳥取県琴浦町

19/12/15 千葉県木更津市

女子生徒等の理工系分野への進路選択を促進するため、理工系分野で活躍する多様な女性の姿（ロールモデル）を
示すとともに、女子生徒等の理工系進路選択を社会全体で応援する気運醸成を図ることを目的。

阿部 玲子 株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル
インド現地法人 取締役会長

杉本 雛乃 学生（東京大学大学院工学研究科バイオ
エンジニアリング専攻・2018ミス・インターナショ
ナル日本代表）

ズナイデン
房子

日本マクドナルド株式会社 上席執行役員
ＣＭＯ

玉城 絵美 早稲田大学 理工学術院 創造理工学研究
科 准教授

中島 さち子 ジャズピアニスト、
東京大学大学院数理科学研究科特任研
究員、
(株)steAm代表

山崎 直子 宇宙飛行士

渡辺 美代子 科学技術振興機構 副理事

Ambassador一覧（令和３年７月時点） ※敬称略・五十音順

主な活動

1. 地方公共団体や学校等において開催されるセミナー、シンポジウムでの講演等

2. 広報誌やWebサイト上でのメッセージ発信

3. その他本事業の趣旨に鑑み相応しい活動

※2020年度は新型コロナウイルス感染拡大により派遣実績なし。

実施日 イベント

18/9/22 政府広報ラジオ

18/10/16
連携会議「次世代への働きかけ」
チーム活動

18/10/24 ユース・ラウンド・テーブル

18/11/10 サイエンスアゴラ

18/12/15
愛知県主催「いいかも！リケイ」
理系応援事業

19/2/2
大阪市・学校法人追手門学院
共催イベント

19/3/17
講談社Rikejo ミライリケジョ

モノづくりカフェ

19/6/8 理系で広がる私の未来2019

19/8/24 香川県リケジョフェスタ
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企業

• 具体的な職場・仕事のイメージが持てた。これからの進路選択につなげていきたい。
• 理科も数学も苦手だけど、理系の進路に進めるか先輩に実際に聞けてよかった。ステキな仕事に出会ったので
将来の夢の一つにしたい。

• 進路で少し迷っていたので、理系にはこんな仕事があるんだとわかり、これからのことにつなげていきたいです。
• サイトでイベントを見たときは興味本位で応募したが、実際に工場や研究の現場を見てとても関心が高まった。
理系に進み、自分の興味がある分野を研究で追求していくのも楽しそうだと思った。

大学等

• 女子が少ないイメージで不安もあったけど話を聞いてとても行きたいと思いました。
• 子供たちが将来の進路を考えるきっかけにすることができると思った。
• 理系の大学というと中学生には全く分からない世界なので、大学に行き先生や学生さんが優しく教えてくださ
る機会はめったにない貴重な体験だと思う。

• あまり触れたことのないものを沢山触れることができたのでとても良い経験が出来た。研究する楽しさ、ものづくり
の難しさを学ぶことが出来ました。

学術・研究機関等

• 理系にはたくさんの進路があって、たくさんの職業があると分かりました。恐れずに自分の「好き」に従っていこ
うと思います。

• 理系の仕事について、とても詳しく、分かりやすく教えていただいたので、理系に対する好奇心やイメージが明確
になりました。理系はいろいろなことに関わっていることを知り、より興味が湧きました。

夏のリコチャレ2019参加者アンケート 抜粋
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※国公私立含めた総数の女子学生割合は17.7％

8

理工学部（国立は理学部＋工学部）女子学生割合

（備考）内閣府調べ
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（備考）文部科学省「学校基本統計」(平成20年度～令和２年度)より作成。

理工系学生（大学・学部）に占める女性の割合の推移

・国立大学（旧帝国大学）は私立大学（早慶・MARCH）より
理工学部における女子学生割合が低い場合が多い。



内閣府ではアカデミアのみならず、民間企業で活躍する理系選択者の事
例を紹介することにより、幅広く理系の進路への興味関心や理解の向上
を図っている。
最終的な進路選択への寄与度は不明であるものの、アンケート（7頁）に
もあるように、参加者の理系進路への関心の高まりが確認される。また、
理工系学生に占める女性の割合が少しずつ増加している。一方、理工学
部の女子学生の割合は、大学によっても偏りがある（8頁）。今後もこれら
の状況も踏まえ、進路選択前の女子生徒に対し、理系進路選択支援の取
組を続けていく予定である。

考えられる課題として下記のようなものがある。
・ 取組の周知の強化、特に教育現場から生徒・保護者への働きかけ
・ 教員等への研修の充実（アンコンシャスバイアスの払しょく）
・ イベントを企画する大学・企業・学術団体の相互連携や近隣の教育委
員会や地方公共団体との連携の強化

取組総括
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